
伊藤 健次 

Ⅰ．主な研究活動 

１．著書・論文・作品発表・演奏等 

（１）「イラストでみる 介護福祉用語事典 第 6版」 共著 2016 年 1 月 

 

２．学会発表 

第 24 回日本介護福祉学会大会 2016 年 9 月 4 日 長野大学 

「介護人材の定着に必要な従事者支援体制の有用性に関する研究 第二報 

‐介護従事者への支援介入前後の変化と効果の検討‐」 

（ポスター発表) 

中島朱美 渡邊裕子 伊藤健次 

  

３．報告書 

2014-2015 年度学長プロジェクト 「2030 年の山梨を考える-山梨県の未来予測から見える

課題と提言-」事業 分担研究 2016 年 3 月 31 日 

「介護人材の定着に必要な従業者支援体制の有用性に関する研究」 

中島朱美 渡邊裕子 伊藤健次 石原正光 

 

４．科研費等研究 

・研究代表者として 平成 27 年度挑戦的萌芽研究 （課題番号 15K13085） 継続中 

「腰痛根絶を目指したケア従事者向け介助技術研修の効果検証～動作解析映像を活用して

～」 

 

５．その他 

なし 

 

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会・職能団体および役職等 

・日本介護福祉教育学会 

・日本介護福祉学会 

・日本保健医療福祉連携教育学会 

・日本認知症ケア学会 
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２．行政・関係団体活動等 

・社会福祉法人八ヶ岳名水会第三者委員 2010 年～ 

・山梨県介護支援専門員協会生涯学習体系委員 2010 年～ 

・甲府市地域密着型サービス指定候補事業者選定委員会委員 2012 年～ 

・認知症ケア専門士認定試験論述審査員 2005 年～ 

・認知症ケア事例ジャーナル査読委員 2012 年～ 

・甲斐市地域包括支援センター運営協議会委員 2014 年～ 

・山梨県地域ケア推進事業 有識者として参加  

富士吉田市、都留市、甲斐市へアドバイザーとして派遣 2013 年～ 

中央市、甲州市、身延町へアドバイザーとして派遣 2014 年～ 

・山梨県地域包括ケア推進研究会メンバー 

 

３．研修会・講演会等 

・介護職員指導者研修講師 2 月 8・9・29・3 月 1日 

・山梨県社会福祉事業団研修 6月 6日 9 月 12 日 

・甲州市地域ケア会議 1 月 8日 3 月 3 日 3 月 29 日 9 月 30 日  

・甲州市事例検討会 3 月 11 日 7 月 1 日 9 月 1 日  

・山梨県勤労者福祉会研修 7 月 26 日 9 月 21 日 10 月 6 日  

・富士吉田市地域ケア会議 1 月 22 日 2 月 19 日 3 月 18 日 7 月 27 日 8 月 30 日 

  9 月 23 日 10 月 21 日  

・北杜市介護支援専門員研修会 1 月 25 日 3 月 4 日 4 月 18 日 

・掛川市地域包括支援センター研修 2 月 20 日 8 月 4 日 

・神奈川県老人保健施設支援相談員新人研修 年 2月 18 日 

・焼津市介護支援専門員研修 7 月 8 日  

・伊東市地域包括支援センター研修 8 月 5 日 

・山梨県介護支援専門員協会峡東支部研修 3 月 10 日 10 月 17 日 

・山梨県主任介護支援専門員研修会 9 月 8・9・15・16 日 

・都留市多職種連携会議 2 月 12 日 3 月 4 日 5 月 20 日 7 月 22 日 8 月 26 日 

9 月 16 日 

・都留市事例検討会 8 月 1 日 9 月 13 日 

・身延町居宅介護支援事業者研修会 2 月 23 日 7 月 15 日 9 月 26 日 

・甲斐市地域ケア会議 2 月 16 日 3 月 9 日 

 

４．その他 

第 28 回介護福祉士国家試験 実技試験委員 3 月 5・6日 
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大津 雅之 

Ⅰ．主な研究活動 

＜学会発表＞ 

・共同：○大津 雅之, 高木 寛之（山梨県立大学）, 田中 謙（山梨県立大学）「ソーシャ

ルワーカーがソーシャルワーク機能を担ってきた者に向けるべき視座― 日本国内におけ

る『ソーシャルワーク的支援』に関する研究① ―」日本社会福祉学会 第 64 回秋季大会、

2016 年 9 月、佛教大学。 

・共同：○高木 寛之（山梨県立大学）, 大津 雅之, 田中 謙（山梨県立大学）「専門職養

成課程における地域アセスメントの視点の相違― 日本国内におけるソーシャルワーク的

支援に関する研究② ―」日本社会福祉学会 第 64 回秋季大会、2016 年 9 月、佛教大学。 

・共同：○田中 謙（山梨県立大学）, 大津 雅之, 高木 寛之（山梨県立大学）「教育領域

における社会的ニーズへの取り組み― 日本国内におけるソーシャルワーク的支援に関す

る研究③ ―」日本社会福祉学会 第 64 回秋季大会、2016 年 9 月、佛教大学。 

 

＜競争的資金による研究および教育実践＞ 

・山梨県立大学平成 28 年度地域志向教育研究プロジェクト（COC 事業）「日本国内における

ソーシャルワーク的支援に関する研究―道志村に見る「市町村」レベルでの取り組みとそ

の歴史―」（研究代表者：大津雅之・共同研究者：高木寛之，田中謙） 

 

Ⅱ．主な社会活動 

＜所属学会＞ 

日本社会福祉学会会員、日本ヘルスプロモーション学会会員、日本介護学会会員、花園大

学社会福祉学会会員 

＜職能団体＞ 

社団法人日本社会福祉士会会員、社団法人山梨県社会福祉士会会員、社団法人日本介護福

祉士会会員、社団法人山梨県介護福祉士会会員 

 

＜研修会・講演会等講師＞ 

・山梨県立甲府城西高等学校 高校大学間連携授業「福祉と看護」：「自己覚知という概念

を通して考えるソーシャルワーク－専門職と非専門職が行う支援の相違とは－」山梨県立

甲府城西高等学校：2016 年 8 月 30 日 

 

＜その他＞ 

・日本社会福祉学会 第 64 回秋季大会、佛教大学、歴史 2（7号館 403 教室）分科会司会、

2016 年 9 月 11 日。 
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斉藤 秀子 

Ⅰ．主な研究活動 

＜学会発表＞ 

・共著「外国人に浴衣着装ワークショップを通して「きもの」文化を発信する授業実践と

その効果」日本衣服学会第 67 回（平成 27 年度）年次大会、平成 27 年 11 月 

・共著「甲府市における高齢者の衣服着用率の季節変化」日本家政学会第 68 大会、平成 28

年、5月 

・被服衛生学部会科学研究費補助金（基盤研究（A）中間報告）シニアの健康・快適な衣生

活を支援するための被服衛生学的研究日本家政学会第 68 大会、平成 28 年、5月 

・Development of experiential type of educational program including try-on Yukata 

in home economics for junior high school students to transmit the Kimono culture to 

the next generation 

XXIII IFHE World Congress 2016, July 31 (Sun) ~ August 6 (Sat), 2016 

＜その他＞ 

・「被服学辞典 1.1 人体形態（着衣基体）運動による人体の変形」、朝倉書店、平成 28 年

10 月 

 

Ⅱ．主な社会活動  

＜所属学会＞ 

(社)日本家政学会、同被服衛生学部会、日本衣服学会、日本家庭科教育学会、繊維製品

消費科学会、日本生理人類学会 

＜学会・社会活動等＞ 

2008 年 11 月～ 山梨県職業能力開発審議会委員 

  2014 年 1 月～  日本繊維製品消費科学会論文編集委員、同学会賞推薦委員 

2014 年 4 月～  （一社）日本家政学会被服衛生学部会部会長 

  2016 年 11 月  平成 28 年度（一社）日本家政学会被服衛生学部会公開講座実行委員  

   2017 年 5 月～9月 山梨県産業労働部指定管理者選定委員会委員 
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坂本 玲子   

Ⅰ．主な研究活動 

1. 論文 

(1) アスペルガー症候群当事者会の参加者における気分及び生活困難の自覚とその変化：

CAMPUS HEALTH 53(2)121-126, 2016. 

(2) アスペルガー症候群の当事者会に参加している 1 症例における抑うつと希死念慮につ

いて：認知療法研究；9(2)146-147(第 15 回日本認知療法学会ケーススタディ) , 2016. 

2．学会発表 

(1) 大学生における「スマートフォン」眠前操作の影響について―質問紙調査を通して―:

第 41 回日本睡眠学会（2016 年 7 月）, 東京. 

(2) Characteristics of the Postural Sway during Standing in Adults with Asperger 

Syndrome:ICP2016(国際心理学会 2016 年 7 月）, Yokohama. 

(3) Sweet taste threshold for sucrose inversely correlates with depression symptoms 

and anxiety train in female college students in the luteal phase:ICP2016(国際心

理学会 2016 年 7 月）, Yokohama. 

(4) 学生定期健康診断結果から見た経年的傾向と予防対策の検討:第 54 回全国大学保健管

理研究集会(2016 年 10 月), 大阪. <優秀賞受賞> 

2. 報告書等   

(1)  女性と睡眠～素敵な眠りの美女になる～, 女子体育 vol.58-12・1, 2015－2016.  

(2) やまなしワクワク子育て親育ちプログラム-山梨県教育委員会, 2015 年 11 月. 

3．科研費等研究 

 研究分担者「発達障害のある看護学生の看護実践適応に向けた教育プログラムの開発」 

（基盤研究Ｃ、2014～2016 年度、代表研究者：遠藤みどり） 

 

Ⅱ．主な社会活動 

1．所属学会 

日本精神神経学会会員/日本精神病理/精神療法学会会員/日本公衆衛生学会会員/ 

日本認知療法学会幹事/日本不安学会評議員/日本睡眠学会会員/日本病跡学会会員 

2. 行政・関係団体等活動 

(1) 個人情報保護法審査委員（山梨県）,2009 年～現在. 

(2) 発達障害者支援体制整備検討委員会委員（山梨県）, 2014 年～現在. 

(3) 発達障害当事者の会顧問,2014～現在. 

(4) 平成 28 年度女性相談所相談事業（山梨県）,2016 年～現在. 

3. 研修会・講演会等 

＜2015 年 11 月以降＞ 

11 月 12 日 甲府市南西公民館合同学習会（地域で育む） 

−155−



11 月 13 日 第 2回御坂町地区学習会（子ども健全育成を図る地域つくり） 

11 月 13 日 南アルプス市保育士会（保護者支援の方法） 

11 月 26 日 ファミリーサポートセンター事業（子どもの心の発達） 

11 月 27 日 大月市立七保小学校 PTA 教育講演（子どもの発達） 

12 月 5 日 山梨いのちの電話相談員養成講座（若者の抑うつと希死念慮） 

12 月 12 日 甲府エンジン 02－甲府の未来を見つめて（地方出身者は受験に不利か） 

      和田秀樹氏・甲府市長樋口雄一氏とのシンポジウム 

1 月 27 日 富士河口湖町思春期親子講演会（すてきな大人になるために） 

2 月 16 日 昭和町ファミリーサポーター養成講座（子どもの心の発達と関わり） 

2 月 20 日 市川三郷町子育てサポーター養成講座（心の発達と課題） 

2 月 23 日 甲府市育児講座（勇気づけの心理学） 

3 月 5日 自殺予防講演会（心を育む家庭・地域） 

3 月 8日 地域自殺対策強化事業人材養成事業（人生に生かすメンタルヘルス） 

3 月 13 日 笛吹市子育て支援センター（子どもの心） 

3 月 18 日 富士河口湖実務者研修会（子供どもを守る環境つくり） 

6 月 28 日 メンタルヘルス研修会 山梨県社会福祉事業団  

6 月 29 日 中央部幼児教育センター （脳と心を元気に育てる） 

7 月 5日 河口湖南中学 思春期講演会（自立を目指す君たちに） 

7 月 13 日 山梨県看護協会 人材育成論（メンタルヘルス）  

7 月 22 日 関東ブロック 福利厚生主管部 研修（メンタルヘルス） 

8 月 9日 甲府市教育研修所 甲府市養護教員研修会（アドラー心理学のスキル） 

9 月 30 日 ハイランドリゾートスパ 山梨県連合婦人会（美しき楽しく生きる） 

10 月 15 日 須玉ふれあい館ホール 北杜市役所福祉課（メンタルヘルス） 

10 月 22 日 大国悠遊館 大国地区育成推進協議会（子どもは地域ではぐくむ） 
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高木 寛之 

Ⅰ．主な研究活動 

１．著書・論文・作品発表・演奏等 

著書 

（１）「イラストでみる介護福祉用語事典」医学評論社、2016 

（２）「社会福祉士国試対策過去問題集 2017 専門科目編（現代社会と福祉担当）」、2016 

論文 

（１）「社会福祉士養成における実習分野間格差の検証～相談援助実習の教育に含むべき

項目の分析を中心に～」社会福祉士第 23 号 日本社会福祉士会、2016 

（２）「地域特性を捉える視点に関する基礎研究」山梨県立大学人間福祉学部紀要第 11号、

2016 

（３）「地域包括ケア会議における地域の可視化とその活用」『地域包括ケアシステム推進

のためのヒント集』地域包括ケア推進研究会、2016 

２．学会発表 

（１）「地域包括ケアシステム構築における地域福祉研究者の役割」日本地域福祉学会 

第 30 回記念大会、2016 

（２）「専門職養成課程における地域アセスメントの視点の相違―日本国内におけるソー

シャルワーク的支援に関する研究②―」日本社会福祉学会第 64 回大会、2016 

３．報告書 

（１）「富士河口湖町地域特性報告書」2016 

４．科研費等研究 

科研費 

（１）研究分担者：「村落福祉社会学の構想―「限界」化する山村における高齢者生活問題

と福祉施策」（挑戦的萌芽研究：課題番号 26590096）（2014～2017） 

（２）研究代表者：「過疎地域における生活継続支援モデルの構想－地域特性による類型化

と支援のあり方」（若手研究 B：16K21274）（2016～2019） 

平成２８年度山梨県立大学「大学ＣＯＣ事業」地域志向教育研究経費 

（１）研究代表者：「地域包括ケア会議における住民の主体形成に向けたアプローチに関す

るプロジェクト」 

（２）研究分担者：「生活困窮者自立支援事業の推進に係る社会資源開発に関するプロジェ

クト」 

（３）研究分担者：「日本国内におけるソーシャルワーク的支援の萌芽に関する研究 道志

村に見る村レベルでの取り組みとその歴史」 

 

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会・職能団体および役職等 
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所属学会 

日本社会福祉学会、日本福祉教育・ボランティア学習学会、日本地域福祉学会、福祉社会

学会、日本ソーシャルワーク学会、日本社会学会 

２．行政・関係団体活動等 

（１）神奈川県川崎市多摩区福祉教育推進委員会 委員長 2008～現在 

（２）愛媛県松野町社会福祉協議会 地域福祉活動計画 アドバイザー 2014～現在 

（３）愛媛県砥部町社会福祉協議会 地域福祉活動計画 アドバイザー 2015～現在 

（４）愛媛県愛南町社会福祉協議会 地域福祉活動計画 アドバイザー 2015～現在 

（５）山梨県地域包括ケア推進研究会メンバー 2015～現在 

（６）山梨県富士河口湖町地域包括ケア アドバイザー 2016 

（７）一般社団法人日本社会福祉士養成校協会 平成 28 年度社会福祉推進事業：「地域に

おける包括的な相談支援体制を担う社会福祉士の養成のあり方及び人材活用のあり方

に関する調査研究事業」調査事業委員会ワーキンググループメンバー 2016 

（８）全国社会福祉協議会 平成 28 年度社会福祉推進事業ボランティア・市民活動支援の

取組みに関する調査研究事業 委員 2016 

３．研修会・講演会等 

（2015 年度） 

（１）第 12 回山梨社会福祉実践学会ソーシャルワーク実践研究発表会 座長 2015 年 11

月 

（２）川崎市多摩区社会福祉協議会 福祉教育セミナー 講師 2015 年 2 月 

（３）砥部町社会福祉協議会 地域福祉活動計画策定に係わる研究会講師 2015 年 2 月 

（４）愛媛県社会福祉協議会 社協ボランティア・市民活動センター研究会 2015 年 2 月 

（５）西予市社会福祉協議会 ボランティア連絡協議会 講師 2015 年 2 月 

（６）山梨市地域包括支援センター職員研修 講師 2015 年 2 月 

（７）山梨県地域包括支援センター職員研修 講師 2015 年 3 月 

（８）笛吹市社会福祉協議会 いきいきサポーター実践者受入れ施設担当者合同研修会 

講師 2015 年 3 月 

（９）今治市社会福祉協議会ボランティア・市民活動研修会 講師 2015 年 3 月 

（2016 年度） 

（１）愛南町社会福祉協議会 見守りネットワーク推進事業研修会 講師 2016 年 5 月 

（２）砥部町社会福祉協議会 地域福祉活動計画策定委員会 講師 2016 年 5 月 

（３）愛媛県精神障害者地域生活支援協議会研修 講師 2016 年 6 月 

（４）砥部町社会福祉協議会 地域福祉活動計画策定座談会 講師 2016 年 8 月 

（５）山梨県社会福祉協議会 生活困窮者自立支援制度研修会 講師 2016 年 8 月、9月 

（６）愛南町社会福祉協議会 地域福祉活動計画策定座談会 講師 2016 年 8 月、11 月 

（７）松野町社会福祉協議会 地域福祉活動計画策定座談会 講師 2016 年 8 月、10 月、
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11 月 

（８）富士河口湖町 地域ケア会議 講師 2016 年 9 月、10 月、11 月 

（９）山梨県社会福祉士会 基礎研修Ⅲ 講師 2016 年 9 月 

（１０）山梨県ボランティア・ＮＰＯセンター「施設職員のためのボランティア受け入れ

講座」講師 2016 年 10 月 

（１１）甲府市社会福祉協議会 甲府市いきいきサロンフォーラム２０１６ 講師 2016

年 10 月 

（１２）第 13 回山梨社会福祉実践学会ソーシャルワーク実践研究発表会 座長 2016 年

11 月 

（１３）愛南町社会福祉協議会 職員研修会 講師 2016 年 11 月 
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藤谷 秀 

Ⅰ．主な研究活動 

1.著書 

・共編著『わがままに生きる哲学』はるか書房、2016 年 4 月 

2.分担執筆 

・『哲学中辞典』知泉書館、2016 年 11 月 

 

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会および役職等 

・日本倫理学会、日本哲学会(評議員)、実存思想協会、唯物論研究協会(委員長)、総合人

間学会（以上国内） 

・Martin Heidegger Gesellschaft（国外） 

 

２．行政・関係団体活動等 

・山梨県「入札監視委員会」委員(2013 年 12 月～現在に至る) 

 

３．研修会・講演会等 

・講演「『よく生きること』と『死を思うこと』」、山梨県立大学県民コミュニティカレッジ

(地域ベース)、2016 年 9 月 24 日 
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柳田 正明 

Ⅰ．主な研究活動 

１．著書・論文・作品発表・演奏等 

  １．単共著『社会福祉基礎』第 4 改定版 実教出版 文部科学省検定済高校福祉科教

科書 2016 

２．単共著『介護福祉基礎』第 4 改定版 実教出版 文部科学省検定済高校福祉科教

科書 2016 

３．編著『Q ＆ A 障害者福祉・支援の手引』追録 42・43 号 新日本法規 2016 

４．編著『Q ＆ A 障害者福祉・支援の手引』追録 44 号 新日本法規 2016 

５．編著『Q ＆ A 障害者福祉・支援の手引』追録 45 号 新日本法規 2016 

６．単共著『高齢者介護用語・手続事典』追録 51 号 新日本法規 2016 

７．分担執筆『少子高齢社会と人口減少社会と地域力の創造』日本評論社 2016 

２．その他 

 ・山梨日日新聞「自立とは：社会で役割をもつ」2016 年 2 月掲載 

 ・日本リハビリテーション連携科学学科社会リハビリテーション研究会公開研修会主催 

  （2015 年 12 月 13 日、於：筑波大学） 

 

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会・職能団体および役職等 

日本社会福祉学会、日本介護福祉学会、日本行動分析学会、日本発達障害学会、日本リ

ハビリテーション連会科学学会 

２．行政・関係団体活動等 

・日本リハビリテーション連会科学学会社会リハビリテーション研究会代表幹事 

・独立行政法人重度知的障害者総合施設のぞみの園研究会議委員 

・独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園研究倫理審査会委員 

・新宿区介護認定審査会座長 

・墨田区障害認定審査会委員 

・墨田区障害者自立支援協議会委員（副委員長） 

・独立行政法人重度知的障害者総合施設のぞみの園参事（調査研究担当） 

・日本知的障害者福祉協会人材育成・研修委員会委員 

・社会福祉法人旭出生産福祉園オンブズパーソン 

・社会福祉士国家試験委員（精神保健福祉士国家試験委員併任） 

・山梨県社会福祉協議会第三者評価者選定委員会委員 

・社会福祉法人立正光生園監事 

・山梨県障害者施策委員会委員 

・山梨県幸住条例改正委員会副委員長 
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・川崎市民間活用委員会委員 

・知的障害者福祉協会支援専門員養成課程スクーリング講師「知的障害者福祉総論」担当 

・日本知的障害者福祉協会社会福祉士養成所講師 

・認定社会福祉士機構登録認定社会福祉士暫定スーパーバイザー 

・山梨大学特別支援学校高等部研修会講師「自立知とは」（2016 年 9 月 14 日） 

・甲府市生活支援連携会議議長 

・首都大学東京看護学部非常勤講師「社会福祉」担当 
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山中 達也 

Ⅰ．主な研究活動 

１．著書・論文・作品発表・演奏等 

・「イラストでみる 社会福祉用語事典（第 6版）」福祉教育カレッジ編（共著）、医学評論

社、2016 年 1 月 

２．学会発表 

・第 12 回山梨社会福祉実践学会 ソーシャルワーク実践研究発表会「援助者のためのセル
フヘルプグループ「えん」～山梨の対人援助専門職者が立ちどまり、わかちあい、解きは
なす実践～」（共同研究）、2015 年 11 月 

３．報告書 

・公立大学法人山梨県立大学「山梨県内の高校生に実施した自殺予防教育とその成果 2013

年度～2015 年度 科学研究費助成事業（挑戦的萌芽研究）」清水惠子、清水智嘉、大塚ゆ

かり、山中達也、2016 年 3 月 

４．科研費等研究 

・連携研究「山梨県内の高校生に実施する自殺予防教育とその成果」研究代表者 清水惠

子、挑戦的萌芽研究、2013 年度～2015 年度 

 

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会・職能団体および役職等 

（１）所属学会・職能団体 

・公益社団法人日本精神保健福祉士協会 

・山梨県精神保健福祉士協会 

・一般社団法人日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会 

・日本アルコール関連問題学会 

・日本嗜癖行動学会 

・日本病院・地域精神医学会 

・日本アルコール関連問題予防研究会 

（２）役職等 

・一般社団法人日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会 認定スーパーバイザー、

2010 年～ 

・川崎市こんにちは赤ちゃん訪問員養成研修（乳児全戸訪問事業）講師、2010 年～ 

・山梨県精神保健福祉士協会 理事、教育研修部委員、2013 年～ 

・公益社団法人日本精神保健福祉士協会 認定スーパーバイザー、2014 年～ 

・一般社団法人日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会 研修委員、2014 年～ 

・公益社団法人日本精神保健福祉士協会 認定成年後見人、2015 年～ 

社会福祉士制度経過措置期間におけるスーパーバイザー、2016 年～ 

ストレスチェック実施者研修修了、2016 年～ 
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特定非営利活動法人ＡＳＫ（アルコール薬物問題全国市民協会）認定 飲酒運転防止イン

ストラクター、2016 年～ 

２．行政・関係団体活動等 

・援助者を援助するためのセミナー実行委員会委員（川崎市）、2010 年～ 

・山梨県の精神保健福祉を考える会代表（山梨県）、2011 年～ 

・社会福祉法人川崎ふれあいの会理事・評議員（川崎市）、2013 年～ 

・援助者のためのセルフヘルプグループ「えん」（山梨県）、2014 年～ 

３．研修会・講演会等 

・山梨県保育協議会主催 平成 27 年度主任保育士研修会「保育士の精神衛生メンタルケア」

（山梨県）、2015 年 11 月 

・一般社団法人相模原市高齢者福祉施設協議会主催 「スーパービジョン～援助者のため

の援助実践～」（神奈川県）、2015 年 11 月 

・山梨県福祉保健部子育て支援課主催 平成 27 年度保護者支援研修会「保護者とのかかわ

りについて」（山梨県）、2016 年 1 月 

・東京都民生委員児童委員連合会主催 平成 27 年度民生児童委員メンタルヘルス研修「対

人援助に関わる人のためのメンタルヘルス～いきいきと民生児童委員活動を続けていくた

めに～」（東京都）、2016 年 3 月 

・鳴沢村主催 保育士学習会「保護者への対応とスタッフのメンタルヘルス」（山梨県）、

2016 年 4 月 

・早川町立早川中学校「アルコール乱用防止教室」（山梨県）、2016 年 5 月 

・社会福祉法人山梨県障害者福祉協会主催 平成 28 年度山梨県相談支援従事者現任研修「福

祉従事者の基本姿勢について」（山梨県）、2016 年 6 月 

・川崎市立高津高等学校主催 「薬物乱用防止教室」（川崎市）、2016 年 7 月 

・山梨県峡東保健福祉事務所主催 平成 28 年度峡東セーフティネット連絡会議研修会「ア

ルコール依存症者・家族への対応について」（山梨県）、2016 年 9 月 

・公益社団法人神奈川労務安全衛生協会平塚支部主催 第 60 回平塚地区安全衛生大会「み

んなが元気になる職場づくり」（神奈川県）、2016 年 9 月 

・甲州市役所福祉課主催 平成 28 年度こころと命を守る研修会「悩みを抱える人に気づき・

つなぎ・見守る支援を学ぼう」（山梨県）、2016 年 10 月          ほか 

４．その他 

なし 
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吉田 雅彦 

Ⅰ．主な研究活動 

１．著書・論文・作品発表・演奏等 

 (1).研究ノート（共著） 

四尾連湖における陸水学的研究 －2014 年度の理化学調査の結果から－ 山梨県立

大学人間福祉学部紀要 11，53-57 (2016)  

 

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会・職能団体および役職等 

日本陸水学会、日本生化学会、日本農芸化学会、日本陸水学会甲信越支部幹事 

２．行政・関係団体活動等 

甲府家庭裁判所参与員 

山梨県立巨摩高等学校スーパーサイエンスハイスクール(SSH)運営指導委員 
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池田 充裕 

Ⅰ．主な研究活動 

１．論文 

（１）単著「シンガポールの中等後教育の改革動向」日本教育制度学会『教育制度学研究』

第 23 号、2016 年、東信堂、125-126 頁 

 

２．学会発表 

（１）共同発表「シンガポールの中等後教育の改革動向」（共同発表者：大脇康弘、南部初

世）発表種別：課題別セッション「『高等教育像』再構築の視点－他国における中等教

育制度改革からの示唆」、日本教育制度学会第 23 回大会、2015 年 11 月 8 日、会場：奈

良教育大学 

 

３．科研費等研究 

（１）研究分担者「アジアにおける大学入試の多様化と高大接続プログラムの標準化に関

する国際比較研究」平成 27～29（2015～2017）年度科学研究費補助金・基板研究（B）

（海外学術調査）課題番号：15H05197、研究代表者：小川佳万 

 

４．その他 

（１）地域研究交流センター企画研究事業「山梨県の小学校における『外国語活動』の効

果的運営に関する実践的研究Ⅱ」（研究代表者：高野美千代）に共同研究者として参加 

 

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会・職能団体および役職等 

・日本比較教育学会、日本教育学会、異文化間教育学会、日本教育行政学会、日本教育制

度学会、日本教育政策学会、日本保育学会 

 

２．行政・関係団体活動等 

（１）山梨県教育庁高校教育課・山梨県立学校いじめ問題対策委員会委員長 

（２）山梨県教育庁社会教育課・社会教育委員 

（３）山梨県立甲府城西高等学校・学校評議員 

（４）甲府市子育て支援課・幼児教育センター「月例別講座」講師 

（５）平成 28 年度「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC＋）」「子育て支援

コース」運営委員 

 

３．研修会・講演会等 

（１）山梨県私学教育振興会幼稚園部会中部地区研究会「社会性の育ちと規範意識の芽生

−166−



え」分科会講師、平成 27 年 11 月 18 日、平成 28 年 1 月 13 日、会場：県内担当幼稚園 

（２）山梨県立大学教員免許更新講習「必修科目 教育の最新事情」講師、「オリエンテー

ション」「修了試験」担当、平成 28 年 6 月 25 日、会場：山梨県立大学 

（３）山梨県福祉保健部子育て支援課「子育て支援員研修 地域保育コース（地域型保育）」

講師、「総合演習」「グループ討議」担当、平成 28 年 8 月 25 日、9月 13 日、会場：山梨

県立大学 
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髙野 牧子 

Ⅰ．主な研究活動 

１．著書・論文・作品発表・演奏等 

 (1)著書 

 ・多田幸子、髙野牧子「第 14 章山梨における子育て支援の未来」『人口減少社会と地域

力の創造』日本評論社、pp.269-281 

 (2)舞台公演 

 ・村木洋子、古屋祥子、髙野牧子「青い夢」2016 年 2 月 4日（木）甲府桜座 

 ・T.Blend（瀬川真寿美、髙野牧子、浜田尚子）「むすぶ･･･ つながる･･･ 」 

  2016 年 9 月 3日、4日、ST スポット横浜 

  (3)学術雑誌 

  ・単著「動きでコミュニケーション～幼児とできる動きあそび・表現あそび～」 

   『女子体育』第 58 巻、4･5 号、pp.60-63 

２．学会発表 

 ・単独、口頭発表「レッジョ・エミリアの幼児教育における身体表現性」日本保育学会 

  第 69 回大会、2016 年 5 月 7 日、東京学芸大学 

３．報告書 

 ・髙野牧子・堀井啓幸(2016)「身体表現による幼小連携カリキュラム構築に関する研究」 

  基盤研究（C) 課題番号 23500698 平成 23～25 年度 pp.1-140 

４．科研費等研究 

  ・単独「身体表現・ダンス教育による接続カリキュラム構築」（平成 27 年度～31 年度）  

課題番号 15K01525 

  

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会・職能団体および役職等 

 日本体育学会、舞踊学会、日本保育学会、日本発育発達学会、体育科教育学会、 

（公社）日本女子体育連盟常務理事、山梨県女子体育連盟理事、 

２．行政・関係団体活動等 

(1)（公社）日本女子体育連盟『学術研究』編集委員、 

(2)（公社）日本女子体育連盟『女子体育』編集委員長 

  (3) 保育問題検討委員会委員長  

(4) 国委事業「レクで学校丸ごと元気アップ事業」委員 

    (5)  平成 28 年度体力向上対策委員 

  (6) 平成 28 年度 PTA 関係文部科学大臣表彰候補選考委員会委員 

  (7) 昭和町子ども・子育て会議副委員長 

３．研修会・講演会等 
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  (1) 富士河口湖町子育て支援（2歳児コース）講師 年 10 回 

(2) 富士河口湖町子育て支援（３歳児コース）講師 年 6回 

  (3) あけぼの医療福祉センター親子講座講師 年 5回 

(4) 子育て支援リーダー実力アップ講座 講師及びコーディネーター 年 8回 

  (5) 甲府市中央部幼児教育センター、2歳児コース 講師 

  (6) 甲府市中道アネシス幼児教育センター、2歳児コース 講師 

  (7) 平成 28 年度幼稚園教諭免許更新講習会 講師 

  (8) 山梨県女子体育連盟 平成 28 年度マスゲーム講習会講師 

  (9) 田富みかさこども園講演会講師、2016.1.23 

  (10) 平成 27 年度峡南地区「子育て学習会」講師、南ブロック：2016.2.16、 

     身延高等学校、北ブロック：2016.2.18. 富士川町鰍沢福祉センター  

  (11) 山梨県私学教育振興会 幼稚園部会西部地区研究会 講師、年 3回 

  (12) やまなしワクワク子育て親育ちプログラム 講師、ファシリテーター、年 5回 

  (13) 愛媛県教育委員会、平成 28 年度武道・ダンス等指導研修会 講師、2016.8.10. 

     愛媛県武道館  

  (14) 第 48 回山梨県私立幼稚園教職員研修大会基調講演講師、2016.8.12、 

     山梨県立文学館 

  (15) 県事業「しなやかな心」の育成推進事業「家族で元気アップ教室」講師、 

     2016.10.15. 本学体育館 

  (16) 高大連携事業、甲府東高等学校、模擬授業講師、2016.10.17、甲府東高等学校 

  (17) 上野原保育士会研修会講師、2016.11.4. 巌こども園 
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多田 幸子 

Ⅰ．主な研究活動 

１．著書・論文・作品発表・演奏等 

（1）多田幸子.（2016）. 保育現場の物理的環境の構成に関する探索的研究. 山梨県立大

学人間福祉学部紀要，第 11 号，59-66. 

（2）多田幸子.（2015）. 第 7 講子どもの生活と学び. 清水益治・森俊之・杉村伸一郎（編）. 

保育の心理学 II（pp.74-84）， 東京: 中央法規. 

（3）多田幸子・髙野牧子.（2015）. 14 章：人口減少社会と地域力の創造（pp.269-280）. 

東京: 日本評論社. 

２．学会発表 

（1）多田幸子.（2015）. 幼児の自発的な遊び空間の構成における特徴の検討. 保育学会

第 68 会大会. 椙山女学園大学, 5 月 9-10 日. 

（2）多田幸子.（2015）. 幼児の積み木を用いた構成遊びに見られる空間的手がかりへの

依拠:積み木作品の配置方向からの検討. 教育心理学会第 57 総会, 新潟朱鷺コンベンショ

ンセンター. 8 月 26-28 日. 

３．報告書 

４．科研費等研究 

５．その他 

『山梨県立大学人間形成学科』平成 27 年度地（知）の拠点大学による地方創生推進事業

Center of Community Plus(オールやまなし 11+1 大学と地域の協働による未来創世の推進) 

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会・職能団体および役職等 

日本発達心理会，日本保育学会，日本認知心理学会，日本教育心理学会 

２．行政・関係団体活動等 

（1）『山梨県教育委員会』教科用図書選定審議会審議員：中学校用教科用図書の選定審議 

（2）『甲府市福祉部児童育成課』月齢別講座講師：2歳児とその保護者の子育て支援 

３．研修会・講演会等 

（1）『山梨県私立幼稚園協会』西部地区教育研究「学びの連続性」分科会:講師（2015 年度） 

（2）第５回子育て支援リーダー・ステップアップ講座「家族の今」：講師（2015 年度 8月） 

（3）私立幼稚園・保育園定期内部研修：1）『菜の花保育園』（こどもの園庭あそび-「未練」

や「悔い」はどのように昇華されるか，こどもの園庭での遊びのエリアの変容と保育者の

関わり）講師（2015 年度 9・3 月），2）『進徳幼稚園』（認知の発達とこどものあそび-登園

しぶりと保育者対応）講師（2015 年度 3月） 

４．その他 

『文部科学省初等中等教育局』教員免許状更新講習必修講座講師：教育の最新事情･多様

化に応じた集団形成（7月） 
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田中 謙 

Ⅰ．主な研究活動 

＜著書＞ 

１．田中 謙（2016）「子育て家庭支援の制度」「行政機関の機能」木村志保・津田尚子編

著『学び、考え、実力をつける家庭支援論 第２版』保育出版社,80-84. 

２．田中 謙（2016）「KEYWORD44 幼小接続」日本学校教育学会編著『これからの学校教

育を担う教師を目指す 思考力・実践力アップのための基本的な考え方とキーワード』

学事出版,192-193. 

 

＜論文＞ 

１．田中 謙・瀧澤 聡（2016）「北海道における小学校「ことばの教室」の展開過程の特

質―1960～1970 年代に焦点を当てて―」『山梨県立大学人間福祉学部紀要』11,1-15. 

２．田中 謙（2016）「戦後日本の障害乳幼児支援の展開過程における福祉行政の動向―保

育所に焦点を当てて―」山梨県立大学人間福祉学部教育経営研究室年報『教育経営研

究』2(1),26-44. 

３．田中 謙（2016）「戦後日本の障害乳幼児支援の歴史における幼児グループの展開過程

の特質Ⅱ―「わかくさグループ」「なかよしぐる～ぷ」での大学生の活動に焦点を当て

て―」山梨県立大学人間福祉学部教育経営研究室年報『教育経営研究』2(1),45-60. 

４．田中 謙（2016）「戦後日本の障害乳幼児支援の歴史における幼児グループの展開過程

の特質Ⅲ―「あすなろ会」「杉並つくしんぼ会」での大学生の活動に焦点を当てて―」

山梨県立大学人間福祉学部教育経営研究室年報『教育経営研究』2(1),61-81. 

５．田中 謙（2016）「A 都道府県公立中学校経営計画の特質―学校規模に着目したテキス

トマイニング分析による萌芽的研究―」山梨県立大学人間福祉学部教育経営研究室年

報『教育経営研究』2(1),82-94. 

６．瀧澤 聡・小野寺基史・田中 謙・阿部達彦（2016）「シェルボーン・ムーブメントを

機軸にした特別支援教育における教育課程の構想―小学校にある発達障がい通級指導

教室における実践経験をふまえて―」『北翔大学生涯スポーツ学部研究紀要』7, 

143-156. 

７．田中 謙（2016）「戦後日本における 『通園事業』 の展開過程の特質―1960～80 年代

の東京都市部を事例として―」『日本家政学会誌』67(5),276-284（R）. 

８．田中 謙（2016）「戦後日本の障害乳幼児支援における幼児グループの展開過程の特質

―親の会創設の二事例の検討を中心に―」北海道地域福祉学会『北海道地域福祉研究』

19,1-14（R）. 

９．田中 謙（2016）「地域における障害乳幼児支援体制に関する歴史的研究―東京都東村

山市「幼児相談室」の創設の経緯と特質の分析を中心に―」日本子ども社会学会『子

ども社会研究』22,119-137（R）. 
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10．田中 謙（2016）「戦後日本の障害乳幼児支援の歴史における幼児グループの創設の経

緯と支援の特質」日本特別ニーズ教育学会『SNE ジャーナル』22(1),204-219（R）. 

11．田中 謙（2016）「戦後日本の障害乳幼児支援における幼児グループから通園事業への

展開過程―『場の理論』による事例分析―」地域福祉総合研究センター『地域福祉サ

イエンス』(3),109-124（R）. 

 

＜学会発表等＞ 

１．田中 謙・池田幸代・前嶋 元（2016）「幼児教育・保育における『保育の環境』をと

らえる視点Ⅴ」『日本保育学会第 69 回大会発表論文集』（東京学芸大学）,1153. 

２．池田幸代・田中 謙・前嶋 元（2016）「幼児教育・保育における『保育の環境』をと

らえる視点Ⅵ」『日本保育学会第 69 回大会発表論文集』（東京学芸大学）,1154. 

３．前嶋 元・田中 謙・池田幸代（2015）「保育実習（施設）が施設保育士希望度におよ

ぼす影響Ⅲ」『日本保育学会第 69 回大会発表論文集』（東京学芸大学）,687. 

４．小川英彦・田中 謙・前嶋 元（2015）「日本の就学前期における療育の歴史・現状・

課題―インクルージョン保育の構築に向けて―」（話題提供）『日本保育学会第 69 回大

会発表論文集』（東京学芸大学）,166. 

５．田中 謙（2016）「北海道「ことばの教室」の展開過程に関する研究Ⅱ―札幌市立大通

小学校「言語治療教室」の創設期を中心に―」『日本学校教育学会第 31 回研究大会要

旨集録』（名古屋市立大学）,86-87. 

６．田中 謙（2016）「戦後日本における言語障害児教育教員養成および教師教育の歴史的

変遷―『ことばの教室』発展の地域性との関連から―」『日本学習社会学会第 13 回大

会プログラム研究発表要旨集』（日本女子大学）,83-84. 

７．大津雅之・高木寛之・田中 謙（2016）「ソーシャルワーカーがソーシャルワーク機能

を担ってきた者に向けるべき視座―日本国内における「ソーシャルワーク的支援」に

関する研究①―」『日本社会福祉学会第 64 回秋季大会プログラム』（佛教大学）,25-26. 

８．高木寛之・大津雅之・田中 謙（2016）「専門職養成課程における地域アセスメントの

視点の相違―日本国内における「ソーシャルワーク的支援」に関する研究②―」『日本

社会福祉学会第 64 回秋季大会プログラム』（佛教大学）,235-236. 

９．田中 謙・大津雅之・高木寛之（2016）「教育領域における社会的ニーズへの取り組み

―日本国内における「ソーシャルワーク的支援」に関する研究③―」『日本社会福祉学

会第 64 回秋季大会プログラム』（佛教大学）,237-238. 

10．田中 謙（2016）「戦後日本における言語障害児教育教員養成課程の歴史的変遷」『日

本特別ニーズ教育学会第 22 回研究大会発表要旨集』（金沢大学）,50-51. 

 

＜科学研究費等＞ 

１．日本学術振興会科学研究費助成事業若手研究（B）「『ことばの教室』に関する実証的研
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究」（課題番号：26870798）研究期間: 2014 年 4 月-2017 年 3 月 

２．日本学術振興会科学研究費助成事業若手研究（B）「障害乳幼児支援担当者の『専門性』

向上に係る養成および研修に関する歴史的研究」（課題番号：16K21275）研究期間: 2016

年 4 月-2018 年 3 月 

 

Ⅱ．主な社会活動 

１．主な所属学会、研究団体、行政機関・関係団体等審議会等活動 

＜所属学会＞ 

日本学校教育学会、日本学習社会学会、日本子ども社会学会、日本特別ニーズ教育学会、

日本特殊教育学会、日本乳幼児教育学会、日本保育学会、幼児教育史学会、日本家政学会、

日本聴覚言語障害学会、北海道地域福祉学会、障害児教育実践研究会 

 

日本学習社会学会常任理事（事務局次長）、日本特別ニーズ教育学会理事（事務局担当）、

日本教育事務学会年報編集委員会副委員長、日本学校教育学会研究推進委員会幹事 

 

＜行政機関・関係団体等審議会等＞ 

（１）山梨県社会教育委員（2016 年 10 月～現在に至る） 

（２）東京都北区立保育所の特別支援児保育に係る訪問調査員（2012 年４月～現在に至る） 

 

２．主な研修会・講演会等の活動（地域貢献活動を含む。） 

（１）東京都北区内保育園職員研修会講師（2013 年４月～現在に至る） 

（２）東京都 A市通級指導教室研修講師（2015 年４月～現在に至る） 

（３）公立大学法人山梨県立大学教員免許状更新講習講師（「教育の最新事情」「特別支援

教育」等）（2015 年６月～現在に至る） 

（４）公益社団法人山梨県私学教育振興会幼稚園グループ中部地区研究会講師（2016 年４

月～現在に至る） 

（５）南都留郡保育士会研究会講師（2016 年４月～現在に至る） 

（６）甲府市北部幼児教育センター２歳児講座講師（2016 年７月） 

（７）昭和町職員研修会講師（2016 年８月） 

（８）都留市教育協議会幼年期の教育と保育問題研究会講師（2016 年８月） 

（９）子育て支援員研修講師（2016 年９月） 

（10）子育て支援リーダー実力アップ講座講師（2016 年９月） 

（11）特別区職員研修所中堅保育士研修講師（2016 年 11 月） 
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古屋 祥子 

Ⅰ．主な研究活動 

１．著書・論文・作品発表・演奏等 

＜美術作品発表＞ 

・「どこにいればいいんだろう」（木彫）実験的コラボレーション舞台『青い夢』舞台美

術担当［甲府桜座］2016.2 

・Ｔ.Blend live act 3『むすぶ つながる』舞台美術協力[ＳＴスポット横浜] 2016.9 

・「Beyond ego」(アートメダル) 第 34 回 FIDEM2016 ベルギー大会[Musée provincial des 

Arts anciens du Namurois 2016.9 

・「リトルボーイ」(木彫) 是空美術展 [ひらしお源氏の館] 2016.9 

・「ORIGAMI MEDAL No,1」(アートメダル) 第 34 回ＪＡＭＡ創作メダル彫刻展 [東京都美術

館]2016.10 

・「ORIGAMI MEDAL No,2」(アートメダル) 第 34 回ＪＡＭＡ創作メダル彫刻展[東京都美術

館] 2016.10 

 

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会・職能団体および役職等 

日本藝術メダル協会（ J.A.M.A.）、国際メダル協会（F.I.D.E.M.）、SUMIO ART MEDAL 、

美術教育研究会、美術解剖学会 

２．行政・関係団体活動等 

・山梨県立市川高等学校評議員 2014.4～ 

・市川三郷町高校再編整備検討委員 2014.4～ 

・山梨大学・山梨県立大学連携事業『手でみる彫刻展』実行委員 2013.4～ 

・認定こども園市川幼稚園創立 100 周年記念実行委員会 2016，4～ 

３．研修会・講演会等 

・甲府市幼児教育センター月齢別講座 講師 2015.11、2016.1 

・大阪教育大学美術教育講座「生ふれよう日本の美術プロジェクト」ワークショップ技術

補佐 2015.11 

・山梨県立大学 リユース・アート レクチャー&ワークショップ 企画運営 2015.12 

・教員免許状更新講習（選択講座）講師 2016.7 

・富士河口湖町 3歳児親子ふれあい教室 講師 2016.6/14,6/28 

・Fuji こどもの家バンビーノの森 美術活動 講師 2016.6、9 

・子育て支援リーダー実力アップ講座 講師 2016.8 
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村木 洋子 

Ⅰ．主な研究活動 

１．著書・論文・作品発表・演奏等 

≪作品発表≫ 

・「日仏協会コンサート」シャンソン 8曲 編曲 (2015 年 12 月 7 日) 福島日仏協会 

・ダンス・彫刻との実験的コラボレーション舞台「青い夢」編曲・作曲・即興演奏 (2016

年 2 月 4日) 甲府・桜座 

・朗読劇「奇跡の一本松」「かぜのでんわ」作曲、シャンソン４曲 編曲（2016 年 10 月 15

日）東北福祉大学けやきホール 

≪演奏≫ 

・ミニリサイタル Chopin:Sonata Op.58  Beethoven:15 Variationen Op.35  Debussy: Suite 

bergamasque 他 ピアノ独奏 5曲（2016 年 3 月 27 日）ミューカルがくと館 

・アルトサクソフォンリサイタル伴奏 Albinoni:Adagio  Ravel:Bolero 他 9 曲（2016 年 5

月 29 日）三島ホール 

・ヴァイオリンリサイタル伴奏 Vitali:Chaconne  Kreisler:La Gitana 他 8 曲（2016 年 8

月 27 日）銀座 Sun-mi 高松 

・ヴァイオリンリサイタル伴奏 Shubert:Ave Maria  Rachmaninoff:Vocalise（2016 年 8 月

28 日）島村ストリングス 

・シャンソン伴奏とピアノ独奏 F.Liszt: Liebesträume (2015 年 12 月 7 日) 福島日仏協会 

・ダンス・彫刻との実験的コラボレーション舞台「青い夢」ピアノ独奏 Beethoven:Sonate 

Pathetique  Gershwin:Prelude 他 5 曲 (2016 年 2 月 4 日) 甲府・桜座 

・朗読劇「奇跡の一本松」「かぜのでんわ」ピアノ演奏（2016 年 10 月 15 日）東北福祉大学

けやきホール 

 

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会・職能団体および役職等 

日本ピアノ教育連盟、日本ソルフェージュ研究協議会、日本音楽芸術マネジメント学会、

音楽理論研究会、日本教材学会、福島日仏協会、東京芸術大学同声会福島支部長 

２．行政・関係団体活動等 

・「大学コンソーシアムやまなし」コミュニティーカレッジ委員 

・カワイピアノ「ジョイフルステップアップ」審査員長（2016 年 5 月 22 日）蓬莱センター 

・社団法人日本クラシック音楽協会ピアノ部門 本選 審査員(2016 年 10 月 9 日) 三春交流

館まほらホール 

３．研修会・講演会等 

・山梨県立大学第 8 回子育て支援フォーラム『おんがくのおへやへようこそ』（2016 年 12

月 5 日） 

−175−



・『音楽鑑賞教室』 ①錦星幼稚園(2016 年 7 月 8 日) ②泉幼稚園(2016 年 7 月 8 日)  

・山梨県立大学教員免許状更新講習選択講座「幼稚園教諭の実践力を高める②」 (2016 年

7 月 10 日)  

・『平成 28 年度高大連携授業』山梨県立甲府城西高校 (2016 年 9 月 13 日) 

・『豊かな心で子育て楽しく』大月市立七保小学校（2016 年 10 月 11 日） 

・『平成 28 年度甲府市幼児教育センター月齢別講座』中央部幼児教育センター（2016 年 10

月 21 日） 北部幼児教育センター（2016 年 10 月 28 日） 

・『平成 28 年度県民コミュニティーカレッジ（地域ベース）』≪音楽でよりおトクに暮らそ

う～晩年の作品から学ぶこと≫（2016 年 10 月 22 日） 

４．その他 

・「第 17 回ショパン国際ピアノコンクール in ASIA」指導者賞（2016 年 1 月） 
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山田 千明 

Ⅰ．主な研究活動 

１．著書・論文・作品発表・演奏等 

 

２．学会発表 

（１）絵本ワークショップ「《字のない絵本》であそびましょう！」国際幼児教育学会第

37 回大会（於宇都宮大学）を担当（共同）（2016 年 9 月 18 日） 

（２）「多文化共生社会構築に資する保育者養成：「土地の言葉での語り」を通して」国際

幼児教育学会第 37 回大会（於宇都宮大学）で研究発表（2016 年 9 月 18 日） 

 

Ⅱ．主な社会活動 

１．所属学会・職能団体および役職等 

日本比較教育学会、日本教育学会、異文化間教育学会、日本保育学会、国際幼児教育学

会（理事）、日本国際理解教育学会、筑波大学教育学会、筑波大学学校教育学会、日本道

徳教育学会 

 

２．行政・関係団体活動等 

（１）山梨県幼稚園教育研究協議会会長（2010 年～現在 ） 

（２）山梨県私立学校審議会委員（2013 年～現在） 

（３）甲府市男女共同参画審議会委員（2009 年～現在 ） 

（４）山梨県防災会議水防部会専門委員（2014 年～現在） 

 

３．研修会・講演会等 

（１）平成 27 年度山梨県私学教育振興会 山梨県私立幼稚園連合会 中部地区研究会第１

分科会「学びの連続性を考える保育」における指導助言（2016 年 1 月 13 日） 

（２）平成 27 年度山梨県私立幼稚園教育研究大会─子どもの「今」に寄り添い、子ども

と「未来」をきずく─第１フォーラム「学びの連続性を考える保育」における指

導助言（2016 年 2 月 9日）＜於：桃源文化会館＞ 

（３）平成 28 年度山梨県私学教育振興会 山梨県私立幼稚園連合会 中部地区研究会第 4

分科会「一人一人を生かす集団保育の在り方」における指導助言（2016 年 7 月 6

日、8月 3日、10 月 19 日） 

（４）平成 28 年度山梨県幼稚園教育研究協議会における指導助言（2016 年 6 月 16 日、8

月 26 日、9月 27 日） 

（５）甲府市北部幼児教育センター月齢別講座（１歳３ヶ月～２歳児未満コース）「よう

こそ宇宙船地球号へ：国際人の第一歩」講師（2016 年 6 月 24 日） 

（６）平成 28 年度山梨県立大学教員免許状更新講習「保護者の想いをどう受け止め、ど
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う対応する？」『選択講座 幼稚園教諭の実践力を高める①』講師（2016 年 7 月 9

日） 

（７）全私日本私立幼稚園連合会第 31 回関東地区教員研修（埼玉）大会第 6 フォーラム

「一人一人を生かす集団保育の在り方」において外部ゲストとして指導助言（2016

年 8 月 24 日）＜於大宮ソニックシティ＞ 

（８）平成 28 年度子育て支援員研修・地域保育コース（地域型保育）：基本研修「子ども・

子育て家庭の現状」「保育の原理」「対人援助の価値と倫理」、専門研修「保育者の

職業倫理と配慮事項」「見学実習(講義・演習に代える)」講師（2016 年 8 月～10

月）＜於山梨県立大学＞ 
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